
北
海
道
大
学
理
学
部 

学
部
案
内 

二
〇
二
一
年
一
〇
月 

北
海
道
大
学
理
学
部
広
報
委
員
会 

発
行

北海道大学理学部／www2.sci.hokudai.ac.jp／〒060-0810 札幌市北区北10条西 8丁目／ 011-706-2670

制作：理学・生命科学事務部事務課教務担当／理学研究院広報企画推進室

理学ロゴマーク

ロゴマークは、理学部エリア（大野池前）に設置さ

れている中谷宇吉郎博士の「人工雪誕生の地の碑」

を図案化し、理学部 5 学科 6 専修の共同体「知の

結晶」を示しました。名前は「六華（りっか）」です。

理学コミュニケーションマーク

サイエンス（Science）の「Sci」と漢字の「彩」を

組み合わせたものです。ロゴマークと同様に中谷

宇吉郎博士が世界で初めて人工的に作り出した

「雪の結晶」を取り入れたデザインとなっています。

アイコンの説明

北
海
道
大
学
理
学
部

学
部
案
内

好奇心から世界は広がる

北海道大学の校章としてデザイン化されているオオバナノエンレイソウ
理学部の周辺でも 5月から 6月にかけて花を咲かせます

理学部へのアクセス



「
純
粋
な
好
奇
心
」
に
基
づ
き
、
自
然
界
や
数
理
に
お
け
る

未
解
明
の
謎
を
解
き
明
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す

https://www2.sci.hokudai.ac.jp/

01

理学の研究は一般には基礎研究と呼ばれ

ます。直接的に応用を目指すものではあ

りませんが、応用科学の進展には不可欠

のものです。原理を探求する目的の基礎

研究が、その後、応用技術として大きな

発展につながる例も多く見受けられます。

第 34 代 北海道大学 理学部長
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「
宇
宙
は
数
学
の
言
葉
で
書
か
れ
た
書
物
で
あ
る
」（
ガ
リ
レ
オ
）

自
然
現
象
、
社
会
現
象
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は

数
学
で
表
す
こ
と
が
で
き
ま
す

科
学
の
礎
（
い
し
ず
え
）

数
学
は
人
類
が
長
い
年
月
を
か
け
て
築
き
上
げ
た
学
問
で
あ
り
、

真
理
の
探
究
を
通
し
て
文
化
を
豊
か
な
も
の
と
し
、
文
明
の
進
歩

を
支
え
て
き
ま
し
た
。
数
学
は
正
確
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
の
言
葉
で
あ
り
、
正
し
さ
を
共
有
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル

で
す
。
そ
の
普
遍
性
と
汎
用
性
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
科
学
の
礎
と

な
り
ま
す
。
私
た
ち
を
取
り
ま
く
宇
宙
、
自
然
、
脳
科
学
、
社
会
、

経
済
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

に
数
学
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

数
学
好
き
集
ま
れ 

！

数
学
棟
（
3
号
館
）
に
は
、
ラ
ウ
ン
ジ
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

な
ど
自
由
に
議
論
を
す
る
場
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
数
学
科
は

と
に
か
く
数
学
の
好
き
な
研
究
者
や
学
生
の
集
ま
り
で
す
。
仲
間

と
議
論
を
交
わ
し
た
経
験
は
そ
の
先
の
人
生
に
お
い
て
多
い
に

役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

https://www2.sci.hokudai.ac.jp/dept/math/

https://www2.sci.hokudai.ac.jp/

先輩たちの
活躍一覧

数学科
公式サイトへ

0203 数学図書室は約10万冊の書籍、世界中の学術雑誌を所蔵しています

小林 真平 准教授

COLUMN

こんな研究をしています

しゃぼん玉はなぜ丸い？：このような
素朴な疑問は何百年も前から調べられ
てきました。現在も興味は尽きません。
そのために、高校で学ぶ微分積分を
さらに発展させた「微分幾何学」と呼ば
れる分野を研究しています。
相転移と臨界現象：病気や噂が社会に
蔓延するかどうかは、伝染率などのごく
少ないパラメターに応じて劇的に変化
します。特に病気が蔓延する相と終息
する相の境目では、フラクタルな現象
が見られます。このような相転移と臨界
現象を数学的に解析しています。

坂井 哲 教授



素
粒
子
か
ら
宇
宙
ま
で

宇
宙
は
1
3
8
億
年
間
、
同
じ
法
則
に
従
っ
て
進
化
し
て
き
ま
し
た

そ
の
謎
を
解
き
明
か
す
、
そ
れ
が
物
理
学
で
す

物
の
理
（
こ
と
わ
り
）
を
追
求
す
る

自
然
界
の
す
べ
て
の
も
の
は
同
じ
法
則
に
従
っ
て
い
ま
す
。
物
理

学
は
そ
の
普
遍
的
な
法
則
や
原
理
を
、
理
論
と
実
験
か
ら
追
求

し
、
新
た
な
現
象
の
発
見
や
応
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
極
め

て
小
さ
な
素
粒
子
・
原
子
核
現
象
か
ら
、
私
た
ち
に
身
近
な
金
属
・

半
導
体
・
誘
電
体
中
で
の
現
象
、
そ
し
て
、
壮
大
な
宇
宙
現
象

ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
ス
ケ
ー
ル
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

絶
対
零
度
近
く
の
極
低
温
や
超
高
圧
の
よ
う
な
極
限
環
境
で
の

現
象
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

http://phys.sci.hokudai.ac.jp/jp/

https://www2.sci.hokudai.ac.jp/

先輩たちの
活躍一覧

物理学科
公式サイトへ

0405

山本 昌司 教授吉田 紘行 准教授 小林 達夫 教授

COLUMN

超
ひ
も
理
論
が
解
き
明
か
す
素
粒

子
・
宇
宙
物
理

：

超
ひ
も
理
論
に
よ

り
、
ミ
ク
ロ
な
世
界
の
根
本
で
あ
る

素
粒
子
物
理
と
マ
ク
ロ
な
世
界
を
象

徴
す
る
宇
宙
の
生
い
立
ち
の
謎
を
解

き
明
か
す
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

物
質
の
中
の
宇
宙
〜
物
理
と
数
理
の

美
し
い
関
係
〜

：

液
体
は
熟
知
、
ス

ピ
ン
も
な
ん
と
な
く
、
し
か
し
ス
ピ

ン
液
体
と
な
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
。

個
を
知
っ
て
な
お
、
そ
の
集
団
に
新

し
い
驚
き
が
あ
り
ま
す
。

電
子
宇
宙
な
る
物
質
を
創
出
し
物
理

を
探
る
！

：

私
の
研
究
で
は
、
ア
ボ

ガ
ド
ロ
数
の
電
子
が
相
互
作
用
す
る

電
子
宇
宙
な
る
新
物
質
を
作
り
出

し
、
そ
こ
に
潜
む
不
思
議
な
物
理
を

探
っ
て
い
ま
す
。

こんな研究をしています

遠隔操作により北大から観測した銀河の電波画像について議論しているところ



世
界
は
化
学
の
力
で
「
化
」
え
ら
れ
る

原
子
・
分
子
か
ら
身
の
回
り
の
新
素
材
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
体
内

物
質
・
生
命
現
象
・
自
然
環
境
ま
で
、
世
界
は
化
学
で
捉
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
化
学
は
原
子
・
分
子
を
自
在
に
操
り
、
所
望

の
物
質
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
物
理
化
学
、有
機
化
学
、

無
機
・
分
析
化
学
、
生
物
化
学
の
分
野
が
あ
り
、
知
の
創
造
に

総
合
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。

そ
し
て
、
近
年
で
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
人
工
知
能
を
利
用

し
た
計
算
化
学
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
環
境
問
題
・
食
糧
問
題
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
・
医
療
問
題
な
ど
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
多
く

の
課
題
を
化
学
で
解
決
す
べ
く
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

https://www2.sci.hokudai.ac.jp/dept/chem/

https://www2.sci.hokudai.ac.jp/

0607

角五 彰 准教授

鎌田 瑠泉 准教授

高橋 啓介 准教授

石垣 侑祐 准教授

化学科
公式サイトへ

先輩たちの
活躍一覧

COLUMN

こんな研究をしています

新規がん治療法開発を目指して：生体内
の酵素に注目し、がんや免疫における役割
を調べています。免疫疾患やがんの治療
法開発につながる研究です。

結合の常識を打ち破る！：世界一長い炭
素－炭素結合をもつ化合物を作ることに
成功。光や熱で結合が伸び縮みすること
を利用して、スイッチのような役割を持
たせることもできます。

実験だけじゃない！データ科学：人工知
能に代表されるデータ科学を使い、データ
から新しい材料・触媒や化学反応を設計
しています。

分子が自分の力で動く！？：化学エネル
ギーを自ら運動エネルギーに変換する物
質“アクティブマター（生体分子モーター）”
を通じて、エネルギー問題や医療問題の
解決を目指しています。

あなたは何を「化」えたいですか？
世界は化学の力で「化」えられます

分子を観測できる最先端分光装置
仮想空間でのより効率的な触媒の
探索・設計

合成した化合物のがん細胞に対する
効果の解析実験



生
き
物
の
な
ぜ
？
を
解
き
明
か
す

生
き
物
に
と
こ
と
ん
向
き
合
い
生
命
の
本
質
を
探
求
す
る
、

生
物
学
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ

生
命
の
営
み
を
探
求
す
る

40
億
年
前
に
地
球
に
誕
生
し
た
生
物
は
ど
の
よ
う
に
し
て
命
を

繋
い
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
生
物
学
は
生
命
の
営
み
の
基
本

原
理
を
探
求
す
る
学
問
で
す
。
多
種
多
様
な
生
き
物
を
対
象
と

し
、
体
内
の
分
子
や
遺
伝
子
の
は
た
ら
き
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
る
分
子
レ
ベ
ル
の
研
究
か
ら
、
個
体
と
し
て
の
生
き
物
が

ど
の
よ
う
に
環
境
に
適
応
し
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
集
団
と
し
て

自
然
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
生
き
て
い
る
の
か

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究
し
て
い
ま
す
。

https://www2.sci.hokudai.ac.jp/dept/bio/

https://www2.sci.hokudai.ac.jp/

先輩たちの
活躍一覧

生物学
公式サイトへ

0809

佐藤 長緒 准教授早川 卓志 助教 黒岩 麻里  教授
COLUMN

Y
染
色
体
が
な
く
な
る
!?：

Y
染
色

体
が
今
消
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
オ
ス

と
メ
ス
は
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る

の
か
、
哺
乳
類
や
鳥
類
の
性
決
定
の

分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
進
化
を
研
究
し

て
い
ま
す
。

花
咲
か
ホ
ル
モ
ン：

植
物
の
中
で
起

こ
っ
て
い
る
、
生
き
る
た
め
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
き
明
か
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
植
物
の
開
花
を
調
節
す
る

タ
ン
パ
ク
質
を
研
究
し
、
安
定
し
て

収
穫
で
き
る
品
種
の
開
発
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

卵
を
産
む
哺
乳
類
！：

卵
を
産
む
哺

乳
類
で
あ
る
ハ
リ
モ
グ
ラ
と
カ
モ
ノ

ハ
シ
の
ゲ
ノ
ム
解
析
を
し
て
い
ま
す
。

餌
の
探
し
方
や
効
率
の
よ
い
繁
殖
の

仕
組
み
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

こんな研究をしています
生物学専修では様々な種類の顕微鏡が整備されており、染色体、細胞、組織構造
などを詳細に解析することができます

モデル動物のゼブラフィッシュ：
遺伝や発生の研究に有用 

ヒメツリガネゴケ ： 植物の進化や発生、
環境適応の研究に貢献しているコケ植物

走査型電子顕微鏡による微細藻類の観察：3年生対象の学生実習での1コマ



生
命
を
探
求
し
、
生
命
を
支
え
る
技
術
に
貢
献
す
る

高
分
子
機
能
学
は
「
生
命
の
仕
組
み
を
知
り
、
生
命
を
支
え
る

戦
略
を
理
解
し
、
生
物
の
特
徴
を
ま
ね
て
世
の
中
に
役
立
た
せ
る

方
法
」
を
探
求
す
る
分
野
で
す
。
研
究
対
象
は
、
タ
ン
パ
ク
質
、

核
酸
、
多
糖
な
ど
の
生
体
高
分
子
か
ら
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

あ
る
機
能
性
高
分
子
ゲ
ル
、
さ
ら
に
は
生
き
た
細
胞
や
細
胞
組
織

な
ど
で
す
。あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の「
生
命
」を
探
求
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
知
見
を
生
か
し
た
医
薬
品
や
治
療
法
の
開
発
、
新
し
い
特
性

と
機
能
を
持
っ
た
新
材
料
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
合
力
を
磨
き
、
生
命
の
謎
に
挑
戦
す
る

現
代
の
生
命
科
学
で
は
、生
物
学
の
枠
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
科
学
技
術
を
駆
使
し
て
、「
生
命
」
を
探
求

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
物
・
物
理
・

化
学
・
数
学
を
統
合
し
た
広
く
深
い
総
合
力
を
持
ち
、「
生
命

の
謎
」
に
挑
戦
で
き
る
人
材
の
養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

https://life.sci.hokudai.ac.jp/mf

https://www2.sci.hokudai.ac.jp/

公式 YouTube
チャンネルへ

高分子機能学
公式サイトへ

1011

北村 朗 講師谷口 透 講師野々山 貴行 准教授中岡 慎治 准教授

研究室一覧へ

COLUMN

細
胞
内
分
子
や
細
胞
機
能
の
可
視
化：

分
光
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
駆
使
し
て
、

細
胞
内
の
タ
ン
パ
ク
質
が
バ
ラ
ン
ス

良
く
働
く
状
態
（
タ
ン
パ
ク
質
恒
常

性
）
な
ど
を
解
明
し
て
い
ま
す
。

有
機
化
学
で
迫
る
生
命
現
象
と
生
命

進
化：

核
酸
・
タ
ン
パ
ク
質
・
脂
質

な
ど
の
生
体
分
子
の
詳
細
な
構
造
を

理
解
・
制
御
し
、
生
命
進
化
に
迫
る

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

生
物
組
織
の
優
れ
た
性
質
を
模
倣
し
た

機
能
性
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
の
開
発：

高
靱
性
・
高
機
能
な
高
分
子
ゲ
ル
な

ど
を
作
製
し
、
生
体
代
替
材
料
や
工

業
材
料
へ
の
応
用
を
目
指
し
ま
す
。

数
理
生
物
学
で
生
命
現
象
を
斬
る：

数
学
を
駆
使
し
て
、
実
験
や
観
察
で

は
解
ら
な
い
生
命
現
象
の
理
解
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
病
気
の
予
防
や
治

療
法
の
開
発
に
役
立
ち
ま
す
。

こんな研究をしています

生
命
と
は
何
か

最
先
端
の
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
と
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で

生
命
の
謎
に
挑
み
ま
す

万能材料試験機で、作製した高分子材料の様々な力学物性評価を行います

核磁気共鳴装置（NMR）でタンパク質をはじめとする様々な高分子を分析します

構造色ゲルは、真珠のような層構造により、
圧力に応じて色が変わります

細胞複製の仕組みを解明し、生命の本質
に迫ります



地
球
を
知
る
、
宇
宙
を
知
る

地
球
や
惑
星
を
探
れ
ば
探
る
ほ
ど
、

ロ
マ
ン
が
膨
ら
ん
で
き
ま
す

地
球
が
生
ま
れ
て
46
億
年

こ
の
惑
星
は
、 

ど
の
よ
う
な
誕
生
と
進
化
を
経
て
現
在
に
至
り
、 

未
来
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
長
い
時
間

の
中
で
ど
の
よ
う
に
生
命
を
育
み
、
私
た
ち
人
類
を
生
む
に
至
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。 

人
類
は
こ
の
星
と
い
か
に
共
存
し
て
い
く
べ
き

な
の
で
し
ょ
う
か
。
地
球
深
部
か
ら
、
大
陸
、
海
洋
、
大
気
、

さ
ら
に
惑
星
、 

宇
宙
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
科
学
的
手
段
を
用
い
て

そ
の
答
え
を
求
め
て
ゆ
く
の
が
地
球
惑
星
科
学
で
す
。

地
球
は
宇
宙
の
中
の
一
つ
の
惑
星

ロ
マ
ン
か
き
立
て
ら
れ
る
太
陽
系
と
生
命
の
謎
の
解
明
。
一
方

で
複
雑
多
様
な
宇
宙
規
模
の
諸
問
題
の
解
明
の
た
め
、
物
理
学
・

化
学
・
生
物
学
の
最
新
の
手
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
教
育

研
究
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

http://www.sci.hokudai.ac.jp/eps/

https://www2.sci.hokudai.ac.jp/
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高橋 幸弘 教授

圦本 尚義 教授

小林 快次 教授

見延 庄士郎 教授

地球惑星科学科
公式サイトへ

先輩たちの
活躍一覧

COLUMN

こんな研究をしています

大気と海洋の間で何がおこっている ! ? ：
地球の気候を支配する大気と海洋の相互
作用を調べ、気候変動や異常気象、爆弾
低気圧の謎を解き明かします。

超小型衛星を打ち上げる：液晶を使った
カメラを衛星に搭載し、森林伐採や土地
利用の変化を追跡調査しています。環境
問題の解決策を探ります。

太陽系の起源と進化、地球の海や生命を
探る：小惑星探査機はやぶさ 2 で持ち帰っ
た小惑星リュウグウの鉱物を調べ、太陽
系の成り立ちに迫ります。開発した分析
装置は世界でここにしかありません。

北大で恐竜の研究：北海道は恐竜をはじ
めとする古代生物の化石の宝庫です。地中
で眠っている未発見の化石たちと出会っ
てみませんか。

この機器で札幌市内の気温を測定し、暑熱環境
に関する研究を進めています

地球惑星物質学研究グループでは透過型電子顕微鏡で鉱物の微細構造解析などを行っています



入
試
案
内

：「
興
味
」
や
「
好
奇
心
」
が
理
学
へ
の
第
一
歩

探
究
心
に
満
ち
た
皆
さ
ん
に
理
学
部
を
志
し
て
も
ら
う
た
め
の
入
試

https://www2.sci.hokudai.ac.jp/
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COLUMN 北
海
道
大
学
で
は
、
受
験
者
の
み
な
さ
ん
の
状
況
に
応
じ
た
多
様
な

入
試
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

学
ぶ
内
容
や
所
属
し
た
い
学
部
を
入
学
後
に
決
め
た
い
学
生
の
為

に
、「
総
合
入
試
」
が
あ
り
ま
す
。
総
合
入
試
入
学
者
は
学
部
を
決

め
ず
に
入
学
し
、
本
人
の
希
望
お
よ
び
1
年
間
の
学
業
成
績
に
応
じ

て
移
行
先
の
学
部
・
学
科
が
決
定
し
ま
す
。
受
験
生
の
希
望
に
あ
わ

せ
て
、
5
つ
の
選
択
群
（
数
学
重
点
、
物
理
重
点
、
化
学
重
点
、
生

物
重
点
、
総
合
科
学
）
が
あ
り
ま
す
。
選
択
群
ご
と
に
、
理
系
科
目

と
数
学
の
配
点
に
特
色
を
も
た
せ
て
お
り
、
得
意
科
目
を
活
か
し
た

受
験
が
可
能
で
す
。

既
に
将
来
学
び
た
い
学
部
・
学
科
が
は
っ
き
り
と
決
ま
っ
て
い
る
学
生

は
、従
来
ど
お
り
の「
学
部
別
入
試
」を
受
験
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

ま
た
新
た
な
入
試
制
度
と
し
て
、
学
力
を
含
め
た
多
様
な
個
性
・

能
力
・
資
質
・
適
性
・
目
的
意
識
・
意
欲
を
提
出
書
類
や
適
性
試
験
等
、

面
接
等
で
総
合
的
に
評
価
す
る
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
入
試
（
総
合
型
選

抜
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
入
試
（
総
合
型
選
抜
）

は
選
抜
方
法
の
違
い
に
よ
り
、「
T
y
p
e 

Ⅰ
」
と
「
T
y
p
e 

Ⅱ
」

に
区
分
さ
れ
、
理
学
部
で
は
学
科
別
の
募
集
と
な
り
ま
す
。

全
て
の
入
学
者
は
1
年
間
、「
総
合
教
育
部
」
に
お
い
て
教
養
科
目

や
基
礎
科
目
を
を
学
修
し
た
後
、
2
年
目
か
ら
学
部
へ
移
行
し
、

専
門
科
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

一般選抜・前期日程
一般選抜は、大学入学共通テスト及び本学個別学力検
査等が課せられます。理学部の前期日程では、総合入
試を実施します。理系の総合入試は、募集人員を数学
重点、物理重点、化学重点、生物重点及び総合科学の
5つの選択群に分け、選択群ごとに合格者を決定します。

一般選抜・後期日程
後期日程の本学第 2 次試験は、学部別入試で行われ
ます。本学部では学科（専修分野）別に募集します。

フロンティア入試（総合型選抜）
フロンティア入試（総合型選抜）は、選抜方法の違
いにより｢Type I｣と｢Type II｣に区分され、本学部
では、学科（専修分野）別に募集します。合格者が
募集人員に満たない場合、その欠員は、後期日程試
験の募集人員に加えます。
※総合型選抜（フロンティア入試）の詳細は、アドミッ
ションセンターのウェブサイトにてご確認ください。

　https://www.hokudai.ac.jp/admission/faculty/ao/

帰国子女入試
本学部では、学科（専修分野）別に募集し、募集人
員は各若干名で、後期日程試験の募集人員の内数と
します。

私費外国人留学生入試
本学部では、学科（専修分野）別に募集し、募集人
員は各若干名で、後期日程試験の募集人員の内数と
します。

資料請求
学部案内を冊子で希望する方は、返信用封筒（角形
2 号）に 250 円分の切手を貼付のうえ、学部あて封筒
の表に「学部案内請求」と朱書きし、請求してくだ
さい。また、入学試験、教育内容等についてのお問い
合わせは、下記にご連絡ください。

【入試に関する問い合わせ先】
〒060 - 0817 札幌市北区北 17 条西 8丁目
北海道大学アドミッションセンター入学相談室窓口
Tel：011 - 706 - 7484（窓口受付）
e-mail：admission＠academic.hokudai.ac.jp

【学部案内請求・理学部に関する問い合わせ先】
〒060 - 0810 札幌市北区北 10 条西 8丁目
北海道大学理学・生命科学事務部事務課教務担当
Tel：011 - 706 - 2670
e-mail：rkyo1@sci.hokudai.ac.jp

1 年次：総合教育部
（理系）

フロンティア入試
・数学科
・物理学科
・化学科
・生物科学科
　（生物学）
　（高分子機能学）
・地球惑星科学科

・工学部
・農学部
・他…

学部別入試

入学 進級

進級

移行・進級

移行・進級

移行・進級

入学

入学

総合入試
（理系）

理
学
部

他
理
系
学
部

文系学部

理学部への道

アドミッション
ポリシー（全学）

一般選抜
（全学）

フロンティア入試
（総合型選抜）（全学）

理学部
入試情報

理学部
よくある質問
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Beyond 2030 For celebrating 100 years of 
scientific excellence 

北海道大学理学部創立 100 周年記念事業基金へのご支援のお願い

1930 年に開学した北海道大学理学部は、
2030 年に創立 100 周年を迎えます。この事業
を通して学生の教育研究活動を支援し、同窓会と
連携しながら社会から応援される
「理学部」を次世代へ橋渡しします。

北海道大学理学部は 2030 年に創立 100 周年を迎えます。2020 年の北海道大学創立 90周年記念事業を機に、
これまでの理学部の歩みを振り返るとともに、100 周年に向けて、「北海道大学理学部創立 100 周年記念事業」
の準備をスタートいたします。2021年4月9日からは寄附金事業が始まりました。約10年掛かりのプロジェ
クトです。具体的な内容は学生の希望を募り、熟慮した上で、理学部公式サイト等を通じて皆さまにお示し
することを約束いたします。現在検討中の事業は
・理学部創立 100 周年記念誌の刊行、および映像コンテンツの編纂
・理学部創立 100 周年記念式典の開催
・同窓生および在校生らが交流できるコミュニティスペースの整備。例えば、理学部バーベキュー広場の
整備（水回り工事の実施、屋外パラソル等を設置できる快適な空間に再整備）など
そして、若手研究者のキャリア形成、および未来の人財を育成するための取り組み（奨学金制度など）を加速
させたいと考えております。普遍的な価値を次の世代に継承するために、教育研究機関として多彩な取り組
みを行います。みなさまの温かいご支援を何とぞお願い申し上げます。

北海道大学理学部創立 100 周年記念事業実行委員会 委員長
北海道大学理学部同窓会長
物理 57 期　昭和 62 年卒業

網塚 浩

理学部創立
100 周年記念事業

理学部の四季
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理学ロゴマーク

ロゴマークは、理学部エリア（大野池前）に設置さ

れている中谷宇吉郎博士の「人工雪誕生の地の碑」

を図案化し、理学部 5 学科 6 専修の共同体「知の

結晶」を示しました。名前は「六華（りっか）」です。

理学コミュニケーションマーク

サイエンス（Science）の「Sci」と漢字の「彩」を

組み合わせたものです。ロゴマークと同様に中谷

宇吉郎博士が世界で初めて人工的に作り出した

「雪の結晶」を取り入れたデザインとなっています。

アイコンの説明

北
海
道
大
学
理
学
部

学
部
案
内

好奇心から世界は広がる

北海道大学の校章としてデザイン化されているオオバナノエンレイソウ
理学部の周辺でも 5月から 6月にかけて花を咲かせます

理学部へのアクセス




